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（

公

財

）

神

戸

大

学

六

甲

台

後

援

会

だ

よ

り

（

5 2
）

 

 

 

経

済

経

営

研

究

所

の

設

立

百

周

年

を

迎

え

る

に

当

た

っ

て 

 

残

念

な

が

ら

神

戸

大

学

に

は

附

置

研

究

所

が

、

経

済

経

営

研

究

所

し

か

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

の

研

究

所

は

、

１

９

１

９

（

大

正

８

）

年

に

設

立

さ

れ

た

神

戸

高

等

商

業

学

校

の

商

業

研

究

所

に

始

ま

り

ま

す

。

し

た

が

っ

て

、

来

年

1 0
月

は

設

立

百

周

年

を

迎

え

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

そ

れ

も

あ

っ

て

昨

年

か

ら

研

究

所

で

は

、

記

念

事

業

を

実

施

す

る

た

め

の

募

金

活

動

と

研

究

所

の

存

在

意

義

を

周

知

す

る

た

め

の

講

演

会

や

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

な

ど

を

繰

り

返

し

展

開

し

て

い

ま

す

。

そ

の

第

１

回

は

、

平

成

2 8
年

1 1
月

の

「

べ

っ

ぴ

ん

さ

ん

の

経

営

学

」

か

ら

は

じ

ま

り

平

成

2 9
年

１

月

の
「

出

光

佐

三

の

企

業

家

精

神

」
、
３

月

の
「

Ａ

Ｋ

Ｂ

4 8
の

計

算

社

会

科

学

」

な

ど

。

平

成

2 9
年

に

は

、

他

に

６

回

に

亘

る

公

開

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

か

つ

て

な

い

ユ

ニ

ー

ク

な

テ

ー

マ

を

含

み

、

出

席

さ

れ

た

凌

霜

会

員

の

皆

さ

ん

に

も

非

常

に

興

味

深

い

展

開

に

な

っ

て

い

た

と

思

い

ま

す

。 
 

 

六

甲

台

後

援

会

か

ら

も

百

周

年

記

念

事

業

の

た

め

に

、

2 9
年

度

に

５

０

０

万

円

寄

附

し

、

3 0
年

度

も

５

０

０

万

円

寄

附

す

る

こ

と

に

し

て

い

ま

す

。

皆

さ

ん

と

ご

一

緒

に

、

記

念

事

業

が

わ

が

国

に

お

け

る

研

究

所

の

存

在

意

義

を

今

後

益

々

明

確

に

し

て

頂

く

の

に

役

立

つ

こ

と

を

願

わ

ず

に

は

お

ら

れ

ま

せ

ん

。 

 

こ

の

機

会

に

、

研

究

所

の

設

置

か

ら

今

日

ま

で

の

歴

史

を

ご

く

簡

潔

に

振

り
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返

っ

て

頂

き

、

こ

れ

か

ら

の

記

念

事

業

に

も

で

き

る

だ

け

多

く

の

方

が

関

心

を

持

っ

て

下

さ

れ

ば

と

念

じ

ま

す

。

ま

ず

、

こ

の

研

究

所

の

前

身

、

商

業

研

究

所

が

創

設

さ

れ

る

き

っ

か

け

に

な

っ

た

の

は

、

神

戸

高

商

時

代

の

坂

西

由

蔵

先

生

に

よ

る

調

査

課

の

設

立

で

す

。

坂

西

先

生

は

神

戸

高

商

の

教

育

・

研

究

体

制

の

充

実

の

た

め

に

、

商

業

経

済

に

関

す

る

新

聞

の

切

り

抜

き

だ

け

で

な

く

、

色

々

な

資

料

の

整

理

・

保

存

と

、

各

種

会

社

の

営

業

報

告

書

や

各

調

査

機

関

の

報

告

書

・

資

料

等

の

収

集

な

ど

を

調

査

課

（

の

ち

に

部

と

な

り

ま

し

た

）

の

仕

事

と

さ

れ

ま

し

た

。

当

時

、

神

戸

高

商

は

大

学

昇

格

の

た

め

の

尽

力

を

し

て

い

る

時

で

し

た

。

そ

の

当

時

、

幸

い

な

こ

と

に

、

兼

松

商

店

内

の

兼

松

翁

記

念

会

か

ら

神

戸

高

商

に

兼

松

記

念

館

の

建

設

お

よ

び

研

究

資

金

寄

附

の

申

出

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

こ

で

水

島

銕

也

校

長

は

、

坂

西

教

授

な

ど

を

中

心

に

す

る

５

名

の

教

授

を

委

員

に

し

て

兼

松

記

念

館

を

研

究

所

と

し

て

運

営

で

き

る

組

織

の

確

立

を

図

ら

れ

ま

し

た

。

こ

れ

が

今

で

も

研

究

所

が

兼

松

記

念

館

の

建

物

の

中

に

あ

り

、

兼

松

房

治

郎

翁

の

胸

像

が

建

立

さ

れ

た

所

以

で

も

あ

り

ま

す

。

な

お

、

こ

れ

と

関

連

し

て

、

平

井

泰

太

郎

教

授

が

二

度

に

亘

っ

て

ア

メ

リ

カ

で

の

研

究

で

着

目

さ

れ

た

経

営

事

務

の

電

算

機

処

理

を

日

本

に

導

入

す

る

た

め

に

、

１

９

４

１

年

に

研

究

所

内

に

経

営

計

算

研

究

室

を

開

設

さ

れ

ま

し

た

。

こ

の

経

緯

に

つ

い

て

は

「

神

戸

大

学

百

年

史

、

通

史

Ⅰ

」

の

２

５

３

頁

～

２

５

５

頁

に

記

述

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

こ

こ

で

は

、

日

本

の

大

学

で

最

初

に

取

り

入

れ

ら

れ

た

電

算

機

が

置

か

れ

、

後

に

、

神

戸

大

学

に

日

本

で

初

め

て

の

経

営

機

械

化

講

習

所

が

開

設
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さ

れ

た

こ

と

、

し

か

も

、

平

井

教

授

が

い

つ

も

自

慢

さ

れ

て

い

た

よ

う

に

、

か

つ

て

上

野

で

い

わ

ゆ

る

官

軍

と

幕

府

軍

の

戦

い

が

展

開

さ

れ

て

い

た

と

き

も

、

福

澤

諭

吉

が

慶

応

義

塾

の

講

義

を

止

め

な

か

っ

た

の

と

同

じ

で

、

こ

の

講

習

所

の

授

業

は

太

平

洋

戦

争

で

日

本

が

敗

北

し

た

日

に

も

開

講

さ

れ

た

と

の

こ

と

で

す

。

し

か

も

、

こ

の

研

究

室

は

１

９

４

４

（

昭

和

1 9
）

年

８

月

に

は

、

官

制

に

よ

っ

て

神

戸

商

業

大

学

附

置

の

経

営

機

械

化

研

究

所

に

な

り

、

し

か

も

同

年

、

政

府

は

商

業

と

い

う

名

称

が

適

切

で

は

な

い

と

し

て

、

神

戸

商

業

大

学

を

神

戸

経

済

大

学

と

改

称

す

る

こ

と

に

し

ま

し

た

（

な

お

、

こ

の

時

、

東

京

商

科

大

学

は

産

業

大

学

に

、
ま

た

全

国

の

高

等

商

業

学

校

は

全

て

経

済

専

門

学

校

と

改

称

）
。 

 

経

済

経

営

研

究

所

は

、

昭

和

2 8
年

、

大

学

が

新

制

大

学

に

変

化

し

た

と

き

、

国

立

大

学

に

附

置

さ

れ

て

い

る

社

会

科

学

系

研

究

所

と

し

て

は

、

東

京

大

学

の

新

聞

研

究

所

、

社

会

科

学

研

究

所

、

一

橋

大

学

の

経

済

研

究

所

な

ど

ご

く

限

ら

れ

た

研

究

所

だ

け

で

し

た

。 

ま

た

、

兼

松

株

式

会

社

関

連

の

ご

支

援

と

し

て

２

つ

だ

け

は

忘

れ

て

は

い

け

ま

せ

ん

。

第

１

は

、

そ

の

後

の

変

遷

に

も

拘

ら

ず

研

究

所

の

活

動

を

支

援

す

る

財

団

と

し

て

昭

和

1 5
年

に

財

団

法

人

兼

松

貿

易

研

究

基

金

を

設

置

さ

れ

、

そ

の

理

事

長

に

は

原

則

と

し

て

歴

代

社

長

が

ご

就

任

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

な

お

、

こ

れ

は

平

成

2 4
年

に

公

益

財

団

法

人

に

な

り

ま

し

た

。

第

２

は

、

大

変

な

ご

寄

附

を

頂

い

た

元

兼

松

株

式

会

社

専

務

で

株

式

会

社

ダ

イ

フ

ク

の

社

長

・

会

長

を

つ

と

め

ら

れ

た

益

田

乾

次

郎

さ

ん

で

す

。

益

田

さ

ん

は

、

兼

松

か

ら

の

基

金

に

な
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っ

て

い

ま

し

た

南

満

州

鉄

道

株

式

会

社

と

兼

松

羊

毛

工

業

株

式

会

社

の

株

式

が

、

前

者

は

敗

戦

と

と

も

に

な

く

な

り

、

後

者

も

閉

鎖

さ

れ

た

た

め

基

金

と

し

て

の

役

割

を

果

た

せ

な

く

な

っ

て

い

る

こ

と

を

残

念

に

思

わ

れ

、

ダ

イ

フ

ク

会

長

退

職

金

１

億

円

に

利

子

を

加

え

て

私

た

ち

六

甲

台

後

援

会

に

ご

寄

附

を

頂

き

ま

し

た

。

そ

の

後

、

益

田

さ

ん

は

学

生

会

館

南

の

マ

ン

シ

ョ

ン

建

築

予

定

地

を

、

大

学

の

た

め

に

ダ

イ

フ

ク

の

所

有

株

3 0
万

株

で

購

入

し

て

頂

き

ま

し

た

。
し

か

も

、

こ

の

と

き

株

価

が

上

昇

し

、

土

地

購

入

を

し

て

も

１

億

５

千

万

円

程

余

裕

が

で

き

た

分

は

、

工

学

部

の

研

究

助

成

基

金

と

し

て

ご

寄

附

頂

き

ま

し

た

。 

 

な

お

、
商

業

研

究

所

は

昭

和

1 9
年

に

大

東

亜

研

究

所

と

改

称

さ

れ

、
昭

和

2 0
年

に

経

済

研

究

所

と

な

り

、

平

井

先

生

が

設

立

さ

れ

た

経

営

機

械

化

研

究

所

（

昭

和

1 9
年

設

立

）
と

昭

和

2 4
年

に

統

合

さ

れ

、
経

済

経

営

研

究

所

に

な

り

ま

し

た

。

そ

の

意

味

で

は

、

経

済

経

営

研

究

所

は

諸

先

輩

の

実

に

貴

重

な

ご

配

慮

と

努

力

に

よ

っ

て

支

え

ら

れ

て

き

た

日

本

で

も

数

少

な

い

歴

史

を

も

っ

た

社

会

科

学

系

研

究

所

で

す

。
百

周

年

記

念

事

業

募

金

は

昨

年

1 0
月

末

ま

で

の

寄

附

金

総

額

３

、

２

５

６

万

円

余

の

内

、

5 3
％

を

凌

霜

会

員

の

皆

さ

ん

か

ら

賜

っ

て

い

る

の

も

、

卒

業

生

の

皆

さ

ん

が

研

究

所

の

活

動

を

評

価

さ

れ

て

の

こ

と

で

す

。

目

標

は

７

千

万

円

と

の

こ

と

で

す

。

今

後

共

、

皆

さ

ん

の

篤

い

ご

支

援

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

。 

  

今

回

も

多

く

の

皆

さ

ん

か

ら

ご

寄

附

を

頂

き

有

難

う

ご

ざ

い

ま

し

た 
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４

月

号

に

掲

載

さ

せ

て

頂

け

る

多

く

の

皆

さ

ま

の

ご

寄

附

を

頂

き

ま

し

た

。

前

号

掲

載

後

か

ら

１

月

2 6
日

ま

で

に

合

計

２

２

７

万

８

、

２

５

５

円

に

な

り

、

こ

れ

で

平

成

2 9
年

度

中

の

受

入

額

は

合

計

１

、

２

２

３

万

４

、

９

６

３

円

に

な

り

ま

し

た

。

以

下

ご

寄

附

を

頂

い

た

皆

さ

ま

の

お

名

前

を

金

額

別

に

報

告

さ

せ

て

頂

き

ま

す

。 

 

中

村

義

男

様
（

昭

5 9
法

）
、
川

坂

陽

一

様
（

昭

5 2
経

営

）
、
山

本 

透

様
（

昭

5 3

経

営

）

か

ら

各

３

千

円

、

薄

木

公

平

様

（

平

2 6
法

学

研

究

科

）

か

ら

５

千

円

、

市

野

貴

之

様
（

昭

5 9
法

）
、
服

部

茂

久

様
（

昭

3 5
経

済

）
、
藤

原

達

也

様
（

昭

3 8
経

営

）
、

森

本 

隆

様

（

昭

5 7
法

）
、

川

添 

信

様

（

平

2 6
経

営

学

研

究

科

）
、

深

野

裕

一

様
（

昭

5 9
経

営

）
、
木

村

正

則

様
（

昭

5 0
経

済

）
、
藤

原

潤

一

様
（

昭

4 6
法

）
、

友

澤

雅

靖

様
（

昭

5 6
経

済

）
、
岩

井

政

道

様
（

昭

6 2
法

）
、
青

木

幸

治

様
（

昭

5 7
経

済

）
、
高

城

和

憲

様
（

昭

4 5
経

済

）
、
岡

口

憲

義

様
（

昭

5 4
法

）
、
太

田

義

人

様
（

昭

5 1
経

営

）
、
柳

本

保

武

様
（

昭

3 3
経

営

）
、
中

埜

晶

夫

様
（

昭

5 1
経

済

）
、
多

田 
葵

様
（

平

2 7
法

）
か

ら

各

１

万

円

、
稲

垣

雅

彦

様
（

昭

4 0
経

営

）
、
本

間

健

一

様
（

昭

3 4
経

済

）

か

ら

各

２

万

円

、

山

田

秀

人

様

（

昭

3 8
法

）
、

正

司

健

一

様

（

昭

5 4
経

営

学

研

究

科

）
、

山

﨑

正

俊

様

（

昭

4 3
経

済

）
、

大

野

義

也

様

（

昭

3 7
経

済

）

か

ら

各

３

万

円

、

中

村

優

太

様

（

平

2 7
経

済

学

研

究

科

）
、

杉

山

伸

幸

様

（

昭

5 1
経

済

）
、
竹

川 

清

様
（

昭

5 1
経

営

）
、
長

岡

靖

裕

様
（

昭

3 5
法

）
、
宮

本

又

郎

様
（

昭

4 4
経

済

学

研

究

科

）
、
矢

﨑

和

彦

様(

平

1 7
Ｍ

Ｂ

Ａ

）
、
水

島 

昇

様
（

昭

5 1
法

）
、

渡

会

武

嗣

様

（

昭

3 0
経

営

）
、

森

安

陸

夫

様

（

昭

3 1
経

済

）

か

ら

各

５

万

円

、

森



6 
 

地

高

文

様

（

昭

5 6
経

営

）

か

ら

７

万

円

、

森

口

隆

宏

様

（

昭

4 2
経

済

）
、

松

岡

三

郎

様
（

昭

3 5
経

済

）
、
熊

谷 

清

様
（

昭

3 9
経

営

）
、
稲

垣 

滋

様
（

昭

4 5
経

済

）
、

広

瀬

隆

明

様
（

昭

5 2
経

営

）
、
奥

野

吉

矩

様
（

昭

3 5
経

済

）
、
井

上

聰

一

様
（

昭

2 8
）
、

曽

根 

準

様

（

昭

3 4
経

営

）
、

堀 

・

郎

様

（

昭

3 2
法

）

か

ら

各

1 0
万

円

、

宮

野 

淳

様

（

昭

4 2
経

営

）

か

ら

2 0
万

円

、

昭

4 7
法

・

経

済

・

経

営

３

学

部

の

2 0
回

生

同

期

会

（

代

表

岡

部

幸

夫

様

）

か

ら

3 1
万

４

、

２

５

５

円

を

ご

寄

附

頂

き

ま

し

た

。

厚

く

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。 

 

な

お

、

毎

回

お

願

い

申

し

上

げ

て

い

ま

す

寄

附

金

の

送

り

先

は

左

記

の

と

お

り

で

す

。

六

甲

台

後

援

会

へ

の

ご

寄

附

に

つ

き

ま

し

て

は

税

法

上

の

特

別

措

置

の

あ

る

証

明

書

付

き

の

領

収

書

を

お

送

り

し

て

い

ま

す

。

ど

う

か

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

あ

げ

ま

す

。 

◎

銀

行

送

金

の

場

合

（

銀

行

か

ら

の

連

絡

が

遅

く

、

領

収

書

送

付

が

遅

れ

な

い

よ

う

に

す

る

た

め

、

お

葉

書

で

も

電

話

・

Ｆ

Ａ

Ｘ

で

も

結

構

で

す

か

ら

、

送

金

の

こ

と

に

つ

い

て

事

務

局

に

ご

一

報

く

だ

さ

い

） 

 
 

銀 

行 

名 

三

井

住

友

銀

行

六

甲

支

店 

 
 

口

座

番

号 

普

通

預

金 

４

０

６

９

４

９

６ 

 
 

口

座

名

義 

公

益

財

団

法

人

神

戸

大

学

六

甲

台

後

援

会 

◎

郵

便

振

替

の

場

合
（

通

信

欄

に

卒

業

年

次

と

出

身

学

部

を

ご

記

入

く

だ

さ

い

） 

 
 

口

座

番

号 

０

０

９

８

０

―

９

―

１

１

６

７

７

２ 

 
 

口

座

名

義 

公

益

財

団

法

人

神

戸

大

学

六

甲

台

後

援

会 
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〒

６

５

７

―

０

０

６

８ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神

戸

市

灘

区

篠

原

北

町

４

―1
1

―

５ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

公

益

財

団

法

人

神

戸

大

学

六

甲

台

後

援

会

事

務

局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

電

話

・

Ｆ

Ａ

Ｘ(

０

７

８)

８

６

１

―

３

０

１

３ 
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